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1．伝統的な管理 作業

　1960年頃まで は農家 が 生計を立 て るた め に里 山を管

理 して きた。その 後、燃料革命と化学肥料の 普及の た め 、

多 くの 里 山 は 管理 され なくな っ た。一・
方、1980 年代後半

か ら
一・

部の 里 山の 管理 が 行 政 や 市 民 に よっ て再 開 され る

よ うに なっ た。東京都 で は 1977 年 に 丘 陵地 公 園 （当初 は

保 全 緑 地公 園 ；里 山 の 自然を生 か し た 保全 型 の 都市公 園 ）

を 開 園 し
1）、そ の 雑 木 林の 管理 を保金 保護管理 と名づ け

て い る
2）3）。里 山 管理 の 目的 は、当初 は 景観 の 保 全 で あ

っ た
2）
が、レ ッ ドデ

ー
タブ ッ ク

4）
の 刊行 を契機 と して 、

生 物多様 性 の 保 全 に重点が 移 っ て い る。

　伝統的 な 里 山管理 作業 は、農家 に よっ て担 われ て きた

の で 、自然環境 や農家の 生 活 圏 に応 じて 異なっ て い る可

能性が あ る 。 例え ば 、 台 場 ク ヌ ギ な ど、通 常の 伐採高 さ

と異な る 高 さで 主 木 を伐採 した 地域が 知 られ て い る。
一・

方 、里 山管 理 作 業 を公 園 管理 の なか に位置付 け る と、作

業 の マ ニ ュ ア ル が 必 要 に な る。特 に、作業 を委託 す る場

合に は 、仕様書が作成 され る。多用され る仕様書 は標準

化 して 標準仕様書と して用意す る こ とが効率的 で あ り、

標準仕様書に 対応 した歩掛 が つ く られ てい る。こ の よ う

な里山管理作業の 標準化は、里 山管理 を技術 として確 立

す る ため に も重要 で あ る。本稿 で は 、 標準 仕 様書 と地域

の 伝統的な管理手法 を比 較 し 、 里 山 管理 作業の 技術化の

あ り方 を 検討 したい 。

2．検討 の 対象

（1）標 準 仕 様書

　財 団 法人 東京都 公 園協会 の 委託 標準仕様書
3）
の 保全 保

護管理 の 章を対象 とし た。

（2）聞 き取 り調 査対象地

　東 京都 立 野 山北 ・六 道山公 園の 武蔵村山市岸 田ん ぼ周

辺 を主 要 な 対 象 と した。野山北公 園は 狭山丘 陵に位置す

る 最大の 都 立公 園 で ある
5）。野山北公 園は 市民 参加 に よ

る 里 山管理 が 計画 され て お り、1999年 度 か ら里 山 教室 が

開催 され て い る 。
こ の 里 山 教室 は 岸 田 ん ぼ に設 置 され た

里 山体 験 エ リア を 中心 に行わ れ て お り、地城で里 山 管理

を担 っ て い た 農家 に技術的 な指導 を得 て い る。こ こ で は、

伝統的な管理 技術に っ い て この 技術指導グル
ープ を対象

に し て 、ヒ ア リ ン グ を行 っ た。

　里 山教 室 の 際 に、財 団 法 人 ト トロ の ふ る さ と基 金 か ら、

多摩兵陵と狭山丘 陵で は里 山管理 に 差異が あ るの で 、多

摩丘 陵 で活 動 して きた 著者 らが 里 山教室 を 指導す る こ と

は 不適切 だ とい う指摘 が あ っ た。そ こ で 、狭山丘 陵 と多

摩 丘 陵 にお け る 里 山管理 作業の 差 異 を知 りた い と考 え た。

　比 較の 対 象 とし て 、桜 ヶ 丘公 園雑木林ボ ラ ン テ ィ ア の

地 元講師の 中で 最も体系的に多摩市の 里 山管理 を記録 し

て い た 峰岸松三 氏 （多摩市文化財保護審議委員） に 多摩

市落 合の 里 山 管理 に つ い て ヒ ア リン グ した。

　岸 の 雑 木 林は コ ナ ラ
ー

クヌ ギ群集とコ ナ ラ
ー

ク リ群

集 か ら成 り、落 合の 雑木林の 残存林 は コ ナ ラ
ー

ク ヌ ギ 群

集 で あ っ た
G ）

。 どち ら も現 在は コ ナ ラが 優占 し て い た。

（3）現地 調査 対象地

　 ヒ ア リン グ の 結果 は 過 去 の 営為 で あ り、直接的に 検証

す る こ とが で きなか っ た。唯
一

検証 可能 だ っ た の は、現

生す る樹 木 の 株立 ち本数か ら、株立 整理 の 際に 残 したひ

こ ばえの 本数を確認す る こ とで あ っ た e そ こ で、ヒ ア リ

ン グの 結果を検証す るた め、野山北公 園 （岸田ん ぼ付近 ）

と
一

本杉 公 園 （多摩市落合） で毎木調査を行っ た。

3．標準仕様書 の 作業要 領

　 作業要領 は 皆伐、択 伐、草刈、株 立 整 理、切 株保護 A、

切株 保護 B、林床 整 理、そ の 他の 8 項 目か ら成 る。雑木

林 の 主 要な 管理 作 業 で あ る皆 伐 更 新 に関 わ る項 目は 以 下

の 4 つ で あ る。

　　「皆伐 とは、区域内に ある 樹木の 根元 よ り 20cm 内外

を 残 して 全 部 伐 採す る」 こ とで あ る。　 f株 立整 理 は、株

の 健全な育成を図 るため、伐採 に よ っ て 萌芽 した新生枝

を間引 くもの で、1本当 り数本の 丈夫な新生枝 を残 し枝

の 整理をす る」 と規定 され てい る。　f切株保護 は 伐採後

の 切株か ら萌芽 した薪生枝の 育成 を 図 るた め に 行 う」 草

刈 で 、切株保護 A は 全 面 を、切 株 保 SC　B は 切 株の 1m 四 方

を刈 り取 る 。 どち ら も切 株 の lm 四方 は 手刈 り とす る。

4．岸 と 落合 に お け る伝 統 的 な 管理 手 法 の 差異

（1）伐採 の 周期

　伐採 の 周 期 は岸 で は 15〜20 年 、落合 で は 10〜15年 が

標 準 で あ っ た。伐採時の 樹齢は 岸 の 方 が 高 か っ た。

（2）伐採 した材 の 利 用

＊ 明治大 学農学 部

＊＊明 治 大 学 農学部 （現　公 園緑 地 管 理 財 団 ）

＊＊＊都 立 飛 鳥高校
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　岸で は薪と して、落合 で は薪 と炭 として利用 した 。

　狭 山丘 陵で は 炭焼きは行われ て い な か っ た とい う ト ト

ロ の ふ る さ と財団 の 指摘が 裏付け られ た。

（3）皆伐 の 際の 伐採高

　岸 で は 地 面 か ら 10cm 前後、落 合 で は ひ ざ 丈 前 後 で あ っ

た e 落合の 伐採高が 高い の は 、峰岸氏 に よれ ば、積 雪 が

深 か っ た の で 、積雪下 で 株 立 整理 を行 うた め で あ る。

（4）株 立 整理 の 方法

　岸 で は 伐 採後 1年 目か ら 5 年 目 の 冬 に、落合 で は 伐採

後 3 年 目
一5 年 目 の 冬 に

T）
行 っ た。新生枝に っ い て は 、

岸 で は成長 の よい もの を残 し、徐 々 に減ら して 1本 に し

た の に 対 し て 、落合で は ほ ぼ 2 回 の 作業で 5 本を残 した。

（5）下草刈 りと落ち葉 か き

　岸で は毎年行 っ た。落合で は 1年 お き に行 っ た。

5．伝統的な管理手法 の 差異 の 確 認

　 コ ナ ラ約 50 株を含む林分で 株 立 本数 を数 えた 。 すぺ

て の 高木 を合計 し た株 の 密 度 は岸 に 位 置 す る野 山 北公 園

の 調 査 区 で 450 株 ／ ha、落 合 に位 置 す る
一

本 杉 公 園 の 調

査 区 で 923 株／ha で あ っ た。どち らも コ ナ ラが 70％あま

り を 占め 、ク ヌ ギ が そ れ に 次い で い た 。
コ ナ ラの 株 立本

数 は、野山北公 園 で は、1本 立 が 89％、2 本 立 が 11％ で

あ り、平均株 立 本数 は 1，11で あ り、
一
本杉公 園 で は、1

本 立 が 73％、2 本 立 15％、3 本立 6 ％、4 本 立 6 ％ で あ

り、平 均株 立 本数 は 1，43 で あ り、有意差 が 認 め られ た （U一

検定 　Pく0．05）。

　 平 均株 立本数は 聞 き取 りの 結 果 と対 応 して い た。

丘陵地公園の
一

部には皆伐更新 の あ とに コ ナ ラの 少なV．
・

林分が形成され て い るこ とが あ る e こ れ は 、大径木化 し

た コ ナ ラ の 萌芽率 が低下 した 結果、皆伐更 新 に よ っ て コ

ナ ラ が減少 す る こ とに よる。そ こ で 、筆者 ら は コ ナ ラ の

実生 に 印 を つ け て 実生 を残 す よ うに 口 頭 で指示 し て 切株

保護 A を実施 し た こ とが あ るが、成功 しなか っ た。淡路

圭介氏 （八 王子 市在住）に よれ ば、コ ナラ の 実生を残 し

て 草刈 を 行 う こ とに よ っ て 、萌 芽 しな か っ た 切株 に よ る

株 の 減少を 補っ て きた。こ の 作 業 は、標 準仕様書の 項 目

に 上 が っ て い な い の で、考慮され る こ とが稀 で あ っ た し、

実施するこ とが 困難で あ っ た 。 こ の よ うに 有用な項 目の

実施 を阻む こ と に なる の で、標準仕様書の 項目の 選択 は

慎重 に行い 、新た な項 目も検討す べ きで ある。

　 現代 の 里 山は、面 積 の 縮小 、分断化お よ び 孤 立 化の 進

行 に よ っ て、伝統的な管理 が 行わ れ て い た時代 とは 大 き

く異な っ た環 境 の 下 に あ る
S ，。し た が っ て 、伝統的な 管

理 手 法が 必 ず成 功 す る とは 限 らな い の で、モ ニ タ リン グ

に よ っ て 成 果を 確認 し な が ら、現 代 の 環 境 下 で の 管理 手

法を 確立 し て い く こ とが 望 ま しい 。た だ し、そ の 際 に は

地域の 伝統的技術 を考慮に入 れ 、地域に根 ざ した 技術 を

確立 すぺ きこ とに 留意 した い 。
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6．標 準 仕 様 書 と 地 域 の 管 理 手 法

　 両 地 域 で 、管 理 手 法 に 差異 が み とめ ら れ 、そ の な か に

は伐採高、株立整理 の 際 に残す新生枝の 数な ど、標準仕

様書で は どち らの 手 法 とも 異なる もの が あっ た。

　 里 山 の 生物多様性 が 豊か な原因は 、持 続的 に 撹乱 が加

え られ る こ とに よ っ て、撹乱に よ っ て 環境が 多様化す る

と ともに、撹乱 に 生物 が 適応 した こ とに よ る と考 え られ

る。持 続性 は、近 年 の 都 市化 に 見 られ る
一過 性 の 撹乱 と

は 異 な る点で あ る 。 伝 統 的な管理 手 法 は 持続的 な撹乱 と

し て 里 山の 生 物 多様 性 の 維 持 に 貢 献 して き た と推測 され

る。こ の 観点 に 立 っ と、生 物 多様性 を確保す る ため に、

伝統的な管理 手 法 を 尊重す る こ と が求 め られ る。そ の た

め 、伝統的 な管理 手 法 を活 用 で き る よ うな仕様書の あ り

方を検討す る必 要が あ る。

　 特 に 市民参加 型 の 植 生 管理 を行 う際 に は、作業の 結果

だ け で な く、地域の 文 化 や技術 を 生か し た作業の プ ロ セ

ス が 重要 に な る
5）

。
こ の 場 合 に は 、標 準仕様書の 手 法 に

よ る よ りも、地 域の 伝統的 な 手 法に よ る 方 が、市 民 に と

っ て 魅 力 的 で あ り、活 動 の 活性 化 を図 る こ とが で き る。

7．今 後 の 課 題
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